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発行日　令和５年 ７月３１日

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違
反・訴訟等の有無

活動期間　令和４年７月１日～令和５年６月３０日

浅野電設株式会社
(令和４年度）

改訂日　令和５年11月　６日



1 事業所及び代表者

2 所在地

3 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

4 事業内容

5 事業規模

6

浅野電設株式会社　　　全組織

13

264.1

171.4 171.4

単位

百万円

令和4年度

386

11

264.1

171.4

令和3年度

15

264.1

171.4

355

14

264.1

活動規模

売上高

事業社名

代表者名

電気工事業・電気通信工事業

ＦＡＸ 0299-78-3802

資機材置場 茨城県稲敷市上之島３８９‐２

令和元年度
(基準年）

485

令和2年度

330

電話

環境管理責任者

担当者

沼　田　英　二

小 河 原 礼 子

0299-78-3012

1-組織の概要

佐原(営) 千葉県香取市佐原ロ２１６４-２

浅野電設株式会社

代表取締役社長　浅野晃司

本社 茨城県稲敷市上之島１００６

対象範囲

倉庫床面積 ㎡

人

㎡

従業員

床面積
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①環境方針を定める。

②環境管理責任者を任命すると共に、環境経営組織、

   役割、責任を定める。

③必要な経営資源を提供する。

④活動の実績を環境管理責任者に求め、

　見直しを行い、必要な指示を行う。

①環境経営システムを構築し、運用の責任と

   権限を有する。

②運用状況の全体について把握し、代表者に報告する。

①環境管理責任者を補佐し、環境経営システムを

   円滑に運用する。

①環境方針、環境目標、環境活動計画の自部門に関連する

   活動及びその他環境管理責任者からの指示事項についても

   実践する。

①部門長から指示のあった事項について実践する。

①環境経営システムの報告、審議、決定などの会議体とする。

②代表者を委員長そして、環境管理責任者、事務局及び

   部門長で構成し、四半期ごとに開催する。

令和5年2月末現在

浅野電設株式会社　組織図

代表取締役

環境経営運用会議

環境管理責任者

事務局員

佐原営業所
所長

環境管理責任者

事務局員

組織の構成員 役割・責任・権限

代表取締役社長

部門員(従業員) 部門員(従業員) 部門員（従業員）

部門長、営業所長

部門員（従業員)

環境経営運用会議

工事部門
部門長

総務部門
部門長
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《基本理念》

《環境保全と経営における課題への行動方針》

１．法令・規制に適合した省資源、省エネルギーなど、環境に
　　優しい製品を積極的に導入します。

２．経営における課題をチャンスと捉え，会社発展の礎とします。

３．環境保全に関連する法令・規則を遵守します。

４．二酸化炭素排出量を削減する為に、電力・燃料の消費削減、
　　一般廃棄物・建設廃棄物の削減、上水道の節水に努めます。

５．事務用品のグリーン購入や、エコケーブル等環境に優しい
　　建設資材の使用、環境に優しい施工に取組みます。

６．全社員参加で環境方針の周知徹底を図り、環境保全に関
　　する意識の向上に努めます。

令和2年11月 １日

　代表取締役　浅野晃司

浅 野 電 設 株 式 会 社

2-環境経営方針

　当社は、「持続可能な社会をつくる」という企業の使命を実
践する為、電気工事業を主とする事業活動を通じて、地球環境
の保全と、より豊かな社会の実現を目指し、環境負荷の削減に
取り組んでいきます。
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令和2年度
（Ｒ2.7～Ｒ3.6）

令和3年度
（Ｒ3.7～R4.6）

令和4年度
（R4.7～R5.6）

目標値 目標値 目標値

1％減 1%減 1％減

kWh 9,588 9,588 9,588

1％減 1%減 1％減

L 3,997 3,997 3,997

1％減 2％減 2％減

L 5,583 5,526 5,526

％ 1％減 1%減 1％減

kg－CO2 27,677 27,677 27,677

1％減 1%減 1％減

ｔ 5.57 5.57 5.57

1％減 1%減 1％減

㎏ 51.28 51.28 51.28

1％減 1%減 1％減

㎥ 132.66 132.66 132.66

％ 100.0 100.0 100.0

担当

・昼休みの消灯、退室時の消灯を徹底する。

・使用していない部屋は消灯を徹底する。

・夏季２８℃冬季２０℃設定温度管理。 全部門

・フィルターの清掃。

・ＰＣ，プリンターの省エネモード徹底。

・エコドライブ10項目実践。

・効率的な運行。相乗りの実践。 工事部門

・空気圧の点検，エンジンオイル点検。

・エコドライブ10項目実践。

・効率的な運行。相乗りの実践。 全部門

・空気圧の点検，エンジンオイル点検。

・マニフェスト等で管理。
全部門

事務部門

・水洗トイレの大小レバーの使い分け。

全部門

一般廃棄物の削減 51.80

4-環境経営活動計画

事務部門

※電気のCO2排出係数は、0.441[東京電力エナジーパートナー（2020年度）]を使用しています。

※化学物質使用量については、当社に関係する化学物質は配管等の塗装に使う塗料のみです。
　また、塗装工事については外注委託のため、当社及び資機材置場での保管はしておりません。

関係部門

5.63

27,957

134.0

基　準
令和元年度実績
Ｒ1.7～Ｒ2.6

9,685

目標項目

工事部門

全部門

全部門

4,037

事務部門

全部門

水使用量の削減

年度目標値

事務部門

3-環境経営目標

経営課題
若手人の材確保

100.0

二酸化炭素排出量の削減

廃棄物排出量の削減

5,639

目標項目 単　位

電気使用量の削減

軽油使用量の削減

ガソリン使用量の削減

廃棄物の削減

水使用量の削減

電気使用量の削減

ＯＡ機器の管理

エコドライブの実践

計画的な運行

日常点検の実施

・ごみの分別の徹底。廃棄物の管理。

廃棄物分別の管理徹底

一般廃棄物の管理

貼紙等で節水促進

流しっぱなしにしない

・節水の貼紙を定期的に管理。

具体的施策
照明の管理

冷暖房の管理
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

エコドライブの実践

軽油使用量の削減

ガソリン
使用量の削減

目標項目

計画的な運行

日常点検の実施
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目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

1％減 1％減 1％減

kWh 9,588 10,433 9,588 11,651 9,588 10,150

1％減 1％減 1％減

L 3,997 3,678 3,997 2,805 3,997 2,612

1％減 2％減 2％減

L 5,583 4,576 5,526 2,745 5,526 3,222

1％減 1％減 1％減

kg－CO2 27,677 24,878 27,677 18,873 27,677 18,690

1％減 1％減 1％減

ｔ 5.57 5.20 5.57 1.835 5.570 2.785

1％減 1％減 1％減

㎏ 51.28 50.20 51.28 45.90 51.28 40.80

1％減 1％減 1％減

㎥ 132.66 131.0 132.66 132.0 132.66 132.0

100.0 100.0 100.0 100.0 100 100.0

※電気のCO2排出係数は、0.441[東京電力エナジーパートナー（2020年度）]を使用しています。

※化学物質使用量については、当社に関係する化学物質は配管等の塗装に使う塗料のみです。また、塗装工事については外注委託のため、当社及び資機材
置場での保 管はしておりません。

5‐環境経営目標の実績

NO

目標項目 年度目標値

関係部門

1 電気使用量の削減 9,685 全部門

2 軽油使用量の削減 4,037 工事部門

4 二酸化炭素排出量の削減

小河原

責任者
目標項目

基　準
令和元年度実績
Ｒ1.7～Ｒ2.6

単　位

令和２年度
（Ｒ2.7～Ｒ3.6）

令和３年度
（Ｒ3.7～Ｒ4.6）

令和４年度
（Ｒ4.7～Ｒ5.6）

菅野

27,957 全部門 小河原

3 ガソリン使用量の削減 5,639 全部門 小河原

5 産業廃棄物排出量の削減 5.63 全部門 菅野

8
経営課題

若手人材の確保
100.0 工事部門 菅野％

51.80
一般廃棄物排出量の削減

事務部門 小河原

6 水使用量の削減 134.0 事務部門 小河原
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※取り組み期間　令和4年7月～令和5年6月

照明の管理

冷暖房の管理

ＯＡ機器の管理

エコドライブの実践

計画的な運行

日常点検の実施

エコドライブの実践

計画的な運行

日常点検の実施

貼紙等で節水促進

流しっぱなしにしない

※１００%以上達成　○　※９０%以上達成　△　※９０%以下未達　×

134.7%

141.7%

132.5%

150.0%

101.3%

目標項目 目標
実績値

令和4年度
取　　組 評価･次年度の取組

節水の意識は浸透している。
引き続き節水に努める。

水使用量の削減
（㎥）

132.66 131.0
溜めて洗う等心掛ける

〇
貼紙等で節水の呼びかけ

軽油使用量の削減
（ℓ）

3,997 2,612

ガソリン
使用量の削減

（ℓ）
5,526 3,222

二酸化炭素排出量削減を念頭に置き、
エコドライブ.節電を徹底する。

〇
エコドライブの意識は浸透している。
日常点検もきちんとできている。
今後も継続する。

〇
エコドライブの意識は浸透している。
日常点検もきちんとできている。
今後も継続する。

〇

軽油・ガソリンの使用量削減ができたた
め
排出量の削減ができた。
今後も排出量の削減に努める。

エコドライブ10の周知.徹底。

エンジンオイル.タイヤ空気圧の
チェックを行う。

エコドライブ10の周知.徹底。

エンジンオイル.タイヤ空気圧の
チェックを行う。

6-環境経営活動計画の取組結果と評価、次年度の取組内容

電気使用量の削減
（ｋＷｈ）

9,588 10,150 △

不要照明の消灯を徹底する。

達成率

室内温度の管理・エアコンフィルター
の定期掃除
退社時は、パソコン.プリンターの電
源をオフにする。

照明管理.冷暖房管理.ＯＡ機器管理を徹
底しましたが、本社.営業所共在室人
数・時間が増えた為目標を達成できな
かった。

94.1%

マニフェストで管理

分別排出・コピー用紙削減の為裏紙使
用。

〇
マニフェストでの管理ができた。
今後もマニフェストできちんと管理す
る。

〇
分別排出.コピー用紙の削減ができ
た。
今後も継続していく。

廃棄物の削減（㎏）
（一般廃棄物）

51.28 40.80 120.4%

廃棄物分別の管理徹底

一般廃棄物の管理

二酸化炭素削減

廃棄物の削減（ｔ）
（産業廃棄物）

5.57 2.79

二酸化炭素
排出量の削減

（Ｋｇ－Ｃｏ２）
27,677 18,690

〇
関係機関への訪問はできた。
今後も継続して人材確保に努める。

関係機関への定期的な訪問経営人材 100.0 100.0 若手人材の確保100.0%
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◆環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 廃棄物の処理 ○

建設リサイクル法 分別解体･再資源化届出書類の提出 ○

家電リサイクル法 家電製品の廃棄 リサイクル業者へ委託 ○

グリーン購入法 環境物品の購入 一般的責務 ○

○

○

※代表的な法律

◆環境関連法規等の違反における関係当局からの指摘及び訴訟は過去3年間ありません。
◆当社が行った環境関連法規の遵守状況の結果において遵法であることを確認しました。

契約書及びマニフェストの発行

7-環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反・訴訟の有無

法規･法令等 遵法性評価内容

道路交通法
アルコールチェッ
ク

アルコールチェック表記入・保存

フロン排出抑制法 簡易点検
フロン類に対して
の取組
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変更の必要性　　　　　有　　　　　　無

指示事項

見直しの必要は特にない。

変更の必要性　　　　　有　　　　　　無

指示事項

変更の必要性　　　　　有　　　　　　無

指示事項

⑤法令等の動向

業務量が増加した為、目標未達項目があるが、取組状況は社員全員が真摯に
取り組んでいる。
次年度から目標値が変わるが目標値については社員全員で協議し、実績をよ
く分析し、納得のいく数値で真剣に取り組んでいただきたい。

法令違反はなかった。
今後もお互いの業務を厳しい目で監視して欲しい。

実績をよく把握検討し、具体的な目標をたて、目標達成に向けて活動する事。

引き続き、日付けを決めて法令のチェックをする事。

電気の使用量削減は、作業環境を整備したため増加したが、エアコンの温度設
定、使用時間帯の調整により更なる効率化を図っていただきたい。

代表者から
の環境管理
責任者への
指示事項

事務所及び工事現場での環境活動に対する取り組みの指示徹底し、全社員共
通の認識のもと、目標を達成するよう環境活動をします。

環境方針

環境目標

環境経営システ
ムのその他の要

素

次年度の取組

環境方針を念頭におき、目標達成に向けて活動を推進する。

8-代表者による全体評価と見直しの結果

環境管理責任者は各項目毎に問題点等を判りやすく整理して代表者へ提供
する。

環境管理責任者から提供さ
れた情報

苦情等は発生していない。

①目標の達成度及び環境活
動計画の実施状況

②法令等の遵守状況

③問題点の是正処置及び予
防処置の結果

④外部からの苦情等の受付
結果
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令和5年度
（Ｒ5.7～Ｒ6.6）

令和6年度
（Ｒ6.7～R7.6）

令和7年度
（R7.7～R8.6）

目標値 目標値 目標値

1％減 1%減 1％減

kWh 10,049 10,049 10,049

1％減 1%減 1％減

L 2,586 2,586 2,586

1％減 2％減 2％減

L 3,190 3,158 3,158

1％減 1%減 1％減

kg－CO2 17,850 17,850 17,850

1％減 1%減 1％減

ｔ 2.757 2.757 2.757

1％減 1%減 1％減

㎏ 40.39 40.39 40.39

1％減 1%減 1％減

㎥ 130.68 130.68 130.68

％ 100.0 100.0 100.0

※化学物質使用量については、当社に関係する化学物質は配管等の塗装に使う塗料のみです。
　また、塗装工事については外注委託のため、当社及び資機材置場での保管はしておりません。
※電気のCO2排出係数は、0.376[東京電力エナジーパートナー(2022年度)]を使用しています。

経営課題
若手人の材確保

100.0 事務部門

水使用量の削減 132.00 事務部門

一般廃棄物の削減 40.80 事務部門

廃棄物排出量の削減 2.785 全部門

軽油使用量の削減 2,612 工事部門

二酸化炭素排出量の削減 18,030 全部門

ガソリン使用量の削減 3,222 全部門

環境経営目標（令和5年度）

目標項目 年度目標値

関係部門
目標項目

基　準
令和4年度実績
Ｒ4.7～Ｒ5.6

単　位

電気使用量の削減 10,150 全部門
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